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2009年10月の活動 定例セミナー

ご案内}

こ
れ
も
農
業
！！ 

私
の
顧
客
は
動
物
園

　

８
月
28
日
開
催
の
第
38
回
定
例
セ
ミ
ナ
ー

で
は
㈲
ク
ロ
ー
バ
ー
リ
ー
フ
代
表
取
締
役
社

長
の
西
窪
武
氏
に
お
話
い
た
だ
い
た
。
京
都

府
南
山
城
村
に
あ
る
同
社
は
動
物
園
に
生
の

エ
サ
を
提
供
す
る
全
国
で
２
つ
と
な
い
飼
料
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。
同
氏
は
30
歳
の

と
き
に
乾
燥
牧
草
を
生
産
す
る
農
家
と
し
て

独
立
。
現
在
は
全
国
29
ヵ
所
の
動
物
園
に
年

間
を
通
し
て
生
の
エ
サ
を
納
入
し
て
い
る
。
エ

サ
の
種
類
は
30
種
に
も
及
ぶ
。

　

同
社
で
は
牧
草
だ
け
で
は
な
く
、
需
要
に

応
じ
て
竹
や
カ
シ
の
木
や
ウ
キ
ク
サ
な
ど
も

扱
っ
て
い
る
。
圃
場
で
栽
培
で
き
な
い
も
の
は

近
く
の
里
山
か
ら
採
集
し
て
提
供
す
る
。
新

鮮
さ
を
保
つ
た
め
動
物
園
へ
冷
蔵
庫
の
リ
ー

ス
も
行
う
。
動
物
が
機
械
の
油
の
に
お
い
を

嫌
う
の
で
、
播
種
や
収
穫
は
す
べ
て
手
作
業
。

阪
神
大
震
災
の
時
に
は
救
援
物
資
の
許
可
を

得
て
、
一
日
も
休
ま
ず
エ
サ
を
届
け
た
。　

　
「
動
物
園
の
動
物
は
ツ
メ
を
噛
ん
だ
り
、

吐
き
戻
し
を
し
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
は
ス
ト

レ
ス
な
ん
で
す
。
何
と
か
エ
サ
で
動
物
の
ス
ト

レ
ス
を
軽
く
で
き
た
ら
と
思
っ
た
ん
で
す
」

　

自
然
の
動
物
は
自
分
の
体
調
に
合
っ
た
生

の
状
態
の
エ
サ
を
食
べ
て
い
る
。
だ
が
、
動
物

園
で
は
与
え
ら
れ
る
エ
サ
し
か
な
く
体
調
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
な
い
。

　
エ
サ
の
好
み
も
あ
る
。
同
じ
ゾ
ウ
で
も
個

体
別
に
好
み
が
あ
る
し
、
季
節
で
も
変
わ
る
。

飼
育
員
か
ら
情
報
を
得
て
、
３
ヵ
月
周
期
で

エ
サ
の
採
集
場
所
を
変
え
る
な
ど
、
同
氏
は

細
か
い
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
動
物
が
好
き
で
、
動
物
た
ち
の
た
め
に

が
む
し
ゃ
ら
に
事
業
を
し
て
き
ま
し
た
。
前

例
は
な
く
、
自
分
た
ち
が
良
い
と
思
う
こ
と

を
や
っ
て
き
た
の
で
、
今
の
事
業
の
形
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
、
農
業
な
ん
で
す
」

第
38
回
定
例
セ
ミ
ナ
ー
報
告

ど
ん
な
に
大
変
で
も「
生
の
エ
サ
」と
い
う

こ
だ
わ
り
は
譲
れ
ま
せ
ん

㈲クローバーリーフ　代表取締役社長

西 窪 武  氏 　 

10月2日（金）第40回 16：00～18：00
会場：㈱農業技術通信社内セミナールーム

ロジスティック㈱　代表取締役社長

嶋　正和氏（しま・まさかず） 　 
PROFILE
1987年ボストン・コンサルティング・グル
ープ入社、情報システム・ロジスティクス
関連プロジェクトを経験。95年フットワー
ク・エクスプレス入社、物流会社にマー
ケティングと戦略の導入を実施。98年ロ
ーランド・ベルガー入社、ロジスティクス
の包括アウトソーシングを核とした改革
コンサルティング。2000年株式会社ロジ
スティック設立、現在に至る。

衆議院選挙を契機にＦＴＡが注目されている。しかしＦＴＡがなぜ日本に必要で
導入を考えるのか、本当に日本の農業を潰すのか、そういった「ＦＴＡとは何な
のか」という理解が不足している。コメ778％が代表する非常識な関税のな
かで安楽死するのか、それともファイティングポーズをとって攻めの農業を目
指すのか。この機にＦＴＡの理解を深めたい。

FTAが本当に日本の農業を潰すのか？

セミナー音声聴講パスワード希望□ 

お申込方法　FAX 0120-410-359まで送信してください。
お問合せ/（株）農業技術通信社「農業経営者」読者の会 事務局TEL 0120-555-184
※セミナーへの無料参加は、定期購読1件につき、1名様までです。2名様以上でお申込される場合、2人目より2,000円をいただきます。予めご了承下さい。

（『農業経営者』HP http://www.farm-biz.co.jp/ からもお申込できます）

お名前

E - m a i l

ご住所　〒

TEL

FAX

■参加を希望する項目に 　 して、必要事項をご記入下さい。

会社名
農場名

■いずれかに　 して、必要事項をご記入下さい。
◎セミナー参加申込 ◎定期購読申込月刊『農業経営者』

定期購読者無料
□ 1年（12冊）　18,000円

□ 2年（24冊）　33,000円

□ 3年（36冊）　45,000円

※本誌セミナー（年22回）参加料込（一般5,000円／回）
※本誌セミナー全音声ダウンロード（年22回）込 （一般視聴不可）

※セミナー受講料は定期購読者無料、一般参加者5,000円です。
※セミナー終了後には、懇親会を予定しております。

　　　 　　　　　〈セミナー〉

□ 10/  2 （金） 嶋　正和 氏（16：00～18：00）

□ 10/23（金） 本山直樹 氏（16：00～18：00）

□ 11/  6 （金） 藤岡茂憲 氏（16：00～18：00）

〈セミナー終了後の懇親会〉

□ 参加（18：00～20：00）

□ 参加（18：00～20：00）

□ 参加（18：00～20：00）

◎第3回 全国大会資料請求 □ 2010年2月19日（金）～20日（土）開催

セミ
ナー
DVD

9月2
5日
発売

10月23日（金）第41回 16：00～18：00
会場：㈱農業技術通信社内セミナールーム

東京農業大学客員教授／千葉大学大学院名誉教授

本山 直樹氏（もとやま・なおき） 　 
PROFILE
1942年生まれ。千葉大学園芸学部
卒業。名古屋大学大学院修士課程
修了後、ノースカロライナ州立大学
に留学、10年間農薬毒性学の研究
に従事する。1998年、農林水産省の
農業資材審議会農薬分科会委員に
就任。その後、同会の会長を務め、
2008年退任。著書に『農薬学事典』
『農薬実験法』『毒性生化学』など。

農薬業界は官主導のハイコストな農薬登録制度から抜け出せないままでい
る。食の安全の名のもとに、合理化がなおざりにされたシステムは、天下りの
温床を作りだし、農薬の価格上昇という形で農家を圧迫している。10年間に
渡って農薬登録問題の現場に携わった本山直樹氏が、登録制度の現状と、時
代に即した新システム導入の意義を解説する。

農薬登録問題の現場から
～登録制度の現状と、合理化への提案～
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農
場
は
人
が
創
る
〜
農
業
で
プ
ラ
イ
ド
を
ど
う
表
現
で
き
る
か
〜

㈲
永
井
農
場　

専
務
取
締
役　

永
井
進
氏
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2009年11月　　　　　　　・第３回全国大会のご案内

11月6日（金）第42回 16：00～18：00
会場：㈱農業技術通信社内セミナールーム

㈲藤岡農産 代表取締役社長

藤岡茂憲氏（ふじおか・しげのり） 　 
PROFILE
1952 年秋田県生まれ。高校卒業の翌日
から5 年間、登山と放浪の旅に明け暮
れ、帰郷後、コメ作りを始める。97 年法人
化。現在の生産規模は35ha、有機大豆
34ha、ハウス野菜74棟（2ha）。「あいか
わこまち」の自社ブランドで全量を直売
し、2003 年から東京にも営業拠点を置
く。食料・農業・農村政策審議会食糧部
会委員。05 年農林水産大臣賞を受賞。

「あいかわこまち」の独自ブランドでコメの生産・販売をしている(有)藤岡農産は、６年
前から東京に社員を常駐して、飲食店への営業を強化している。もともと個人への直
販をしてきたが、家庭のコメ消費が減少すると予測して、営業戦略を外食重視にシフ
トした結果だ。現在は個人約1000人、飲食店70軒と取引があり、各々にあわせた
品質と価格を設定している。同社代表の藤岡氏に、コメ農家の営業術を学びたい。

定例セミナー

売り先と価格は自分で決める！
コメ農家の営業術

  今、農業が社会から求められる役割は多様化しています。
それはカロリーを供給する食糧供給の枠をこえ、物質循
環、福祉や教育、さらにはエンターテイメントの領域にも拡
大しています。このような時代の要求を受けて、農業経営
のありようも多様になってきています。そして農業経営者
を評価する指標も、経営面積や販売額だけではなくなって
きているはずです。
　こうした変化のなかで、農業界では『担い手』という言葉
を使います。最近では特に新規就農者を育成する文脈で頻
繁に使われています。なぜ農業では『担い手』というお墨付
きが必要なのでしょうか。新規就農者の育成には、しかるべ
き雇用ができる農場があればよいのであり、農場の成長こ
そが肝要なのです。
　農場の成長とは、外側への拡大だけではありません。内
側に深化していく成長もあります。一つ一つの農場が経営
面積や販売額といった『担い手』としての指標や役割では
なく、顧客やマーケットに出会うことで社会における役割に
気付くことです。そしてナンバー・ワンを競うだけでなく、オ
ンリー・ワンの位置を求めて切磋琢磨に励むことです。『担

農業の多様な可能性を考える
～『担い手』ではなく、農業経営者として～

　
「
今
の
ま
ま
で
良
い
の
か
日
本
の
農
業
、と

い
う
の
が
私
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。ち
ゃ
ん

と
経
営
が
成
り
立
つ
農
業
の
ス
タ
イ
ル
を
確

立
し
な
い
と
い
け
な
い
。そ
の
た
め
に
私
が
苗

業
者
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
話
し

ま
す
」

　

９
月
18
日
の
第
39
回
定
例
セ
ミ
ナ
ー
は

「
業
界
の
常
識
を
変
え
る
〜
野
菜
苗
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
企
業
の
技
術
と
経
営
〜
」と
題
し
て
ベ

ル
グ
ア
ー
ス
㈱
代
表
取
締
役
社
長
の
山
口一
彦

氏
に
お
話
い
た
だ
い
た
。

　

同
社
は
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
な
ど
果
菜
類
の

接
ぎ
木
苗
を
生
産
し
て
い
る
。本
社
は
愛
媛

県
宇
和
島
に
あ
り
、直
営
農
場
を
長
野
県
と

岩
手
県
の
２
ヵ
所
、委
託
農
場
は
全
国
で
約

10
ヵ
所
、さ
ら
に
21
基
の
日
本
最
大
級
の
閉

鎖
型
苗
生
産
施
設
を
所
有
す
る
。

　

野
菜
苗
市
場
に
お
け
る
接
ぎ
木
苗
の
シ
ェ

ア
は
26
％
だ
が
、そ
の
品
質
の
高
さ
が
評
価
さ

れ
て
年
々
シ
ェ
ア
は
増
加
し
て
い
る
。そ
し
て

接
ぎ
木
苗
を
供
給
し
て
い
る
の
は
育
苗
業
者

（
55
％
）、Ｊ
Ａ（
30
％
）、種
苗
会
社（
15
％
）と

な
っ
て
い
る
。育
苗
業
者
が
シ
ェ
ア
を
拡
大
し

て
い
る
背
景
に
は
、よ
り
高
品
質
な
苗
が
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。Ｊ
Ａ
は
エ
リ
ア
が
狭
く
、さ
ら
に
繁
忙

期
と
閑
散
期
の
差
が
大
き
い
の
で
技
術
の
蓄

積
が
厳
し
い
。ま
た
種
苗
会
社
は
他
社
の
品

種
が
使
え
な
い
な
ど
の
制
限
が
あ
る
。同
社

は
全
国
エ
リ
ア
で
展
開
し
、安
定
的
な
人
材

確
保
も
で
き
て
い
る
。ま
た
、使
用
す
る
品
種

に
関
し
て
も
自
由
に
選
べ
る
と
い
う
強
み
が

あ
る
。

　

同
社
は
生
産
工
程
の
１
次
育
苗
、接
ぎ
木

の
と
こ
ろ
ま
で
愛
媛
で
行
う
。２
次
育
苗
は

同
社
の
親
会
社
で
あ
る
山
口
園
芸
、長
野
県

と
岩
手
県
の
直
営
農
場
や
全
国
の
委
託
農

場
で
行
っ
て
い
る
。愛
媛
の
本
社
で
は
接
ぎ
木

ス
テ
ー
ジ
ま
で
育
苗
し
た
断
根
接
木
苗
の
状

態
で
全
国
各
農
場
へ
送
る
。そ
の
後
、各
農
場

で
苗
を
完
成
さ
せ
農
家
に
届
け
る
。宇
和
島

か
ら
各
農
場
に
輸
送
す
る
と
き
苗
に
は
根
が

付
い
て
い
な
い
状
態
な
の
で
輸
送
コ
ス
ト
を
最

大
限
ま
で
削
減
で
き
る
。

　

通
常
、北
海
道
ま
で
輸
送
す
る
場
合
愛
媛

か
ら
直
接
送
る
と
、１
本
60
〜
70
円
か
か
っ
て

し
ま
う
。し
か
し
、こ
の
方
法
を
と
れ
ば
輸
送

コ
ス
ト
は
各
農
場
ま
で
１
本
１
円
以
下
、道

内
で
20
円
ほ
ど
で
完
成
品
を
農
家
に
届
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

山
口
氏
は
当
初
、す
べ
て
の
工
程
の
段
取
り

と
指
示
を
行
っ
て
い
た
。経
営
規
模
が
大
き

く
な
る
に
つ
れ
、限
界
が
き
た
。そ
こ
で
、分

業
化
を
行
い
、社
員
に
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
と

責
任
を
与
え
た
。さ
ら
に
各
工
程
間
で
の
情

報
共
有
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
生
産
管

理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、さ
ら
に
企
業
的
な

農
業
を
目
指
し
て
い
る
。専
門
性
を
持
っ
た

社
員
が
育
っ
た
現
在
で
は
全
体
が
見
渡
せ
る

社
員
教
育
を
行
う
体
制
作
り
を
し
て
い
る
。

　

同
社
の
閉
鎖
型
苗
生
産
施
設
は
日
本
最

大
級
で
、年
間
最
大
1.5
千
万
本
生
産
す
る
能

力
が
あ
る
。だ
が
、実
際
は
そ
こ
ま
で
生
産
で

き
て
い
な
い
。年
間
を
通
し
て
閑
散
期
と
繁

忙
期
の
差
が
ま
だ
あ
る
か
ら
だ
。こ
の
稼
働

率
を
上
げ
て
い
く
の
も
今
後
の
課
題
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
農
家
か
ら
の
苗
に
対
す
る
要
望
が

細
か
く
、計
画
的
な
栽
培
が
で
き
て
い
な
い
。

本
来
な
ら
も
っ
と
効
率
的
に
、品
質
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
。

　
「
工
業
の
世
界
で
は
コ
ス
ト
を
下
げ
な
が

ら
、品
質
を
上
げ
る
と
い
う
の
は
当
た
り
前

の
世
界
。工
業
的
な
モ
ノ
つ
く
り
を
徹
底
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

育
苗
工
程
を
共
通
化
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
を

下
げ
る
こ
と
は
当
然
可
能
な
は
ず
で
す
」

高品質の接ぎ木苗と1本1円以下の
輸送コストが業界を変える

ベルグアース㈱　代表取締役社長

山口一彦 氏 　 

接
ぎ
木
苗
市
場

運
賃
コ
ス
ト
を
押
さ
え
る

事
業
モ
デ
ル

工
業
的
な
も
の
づ
く
り
の
徹
底

価
値
の
低
い
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
氾
濫

日
本
は
こ
れ
で
良
い
の
か
？

業
界
の
常
識
を
変
え
る

〜
野
菜
苗
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
企
業
の
技
術
と
経
営
〜

い手』という言葉に象徴される選別政策は必要ありませ
ん。選別はマーケットや顧客がするからです。
　農業経営者の仕事とは他人に与えられた『担い手』の指
標を満たすことではなく、目の前にいる顧客の要求を満た
すことです。社会から求められる多様なニーズに応えうる
経営者の条件は唯一つ、それをやろうとする意志です。農
業は個人事業として成立しやすい産業の一つであり、だか
らこそ既存の農業の枠をこえた、幅広い多様な可能性が広
がっているのです。
　第3回全国大会は、2010年2月19日(金)～20日(土）
に開催します。ここで私達は健全なかたちで顧客やマーケ
ットに選ばれる道程を探していきましょう。現在、講師とし
て30～60代までの各世代を混ぜて、優れた農業経営者
に出演を交渉しています。各々から真の『担い手』とは何
か、己の実践を含めて語っていただいた後、座談会として
日本農業の多様な可能性を議論していただきます。講義だ
けではなく、各テーマに分かれた参加者全員のグループデ
ィスカッションも企画中です。ぜひ、この機会に奮ってご参
加ください。　　　　　　 『農業経営者』読者の会 事務局

2010年2月19日(金)～20日(土)2010年2月19日(金)～20日(土)
全国大会第３回 セミナーDVD10月30日発売
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農
場
は
人
が
創
る
〜
農
業
で
プ
ラ
イ
ド
を
ど
う
表
現
で
き
る
か
〜

㈲
永
井
農
場　

専
務
取
締
役　

永
井
進
氏

第
39
回
定
例
セ
ミ
ナ
ー
報
告

2009年11月　　　　　　　・第３回全国大会のご案内

11月6日（金）第42回 16：00～18：00
会場：㈱農業技術通信社内セミナールーム

㈲藤岡農産 代表取締役社長

藤岡茂憲氏（ふじおか・しげのり） 　 
PROFILE
1952 年秋田県生まれ。高校卒業の翌日
から5 年間、登山と放浪の旅に明け暮
れ、帰郷後、コメ作りを始める。97 年法人
化。現在の生産規模は35ha、有機大豆
34ha、ハウス野菜74棟（2ha）。「あいか
わこまち」の自社ブランドで全量を直売
し、2003 年から東京にも営業拠点を置
く。食料・農業・農村政策審議会食糧部
会委員。05 年農林水産大臣賞を受賞。

「あいかわこまち」の独自ブランドでコメの生産・販売をしている(有)藤岡農産は、６年
前から東京に社員を常駐して、飲食店への営業を強化している。もともと個人への直
販をしてきたが、家庭のコメ消費が減少すると予測して、営業戦略を外食重視にシフ
トした結果だ。現在は個人約1000人、飲食店70軒と取引があり、各々にあわせた
品質と価格を設定している。同社代表の藤岡氏に、コメ農家の営業術を学びたい。

定例セミナー

売り先と価格は自分で決める！
コメ農家の営業術

  今、農業が社会から求められる役割は多様化しています。
それはカロリーを供給する食糧供給の枠をこえ、物質循
環、福祉や教育、さらにはエンターテイメントの領域にも拡
大しています。このような時代の要求を受けて、農業経営
のありようも多様になってきています。そして農業経営者
を評価する指標も、経営面積や販売額だけではなくなって
きているはずです。
　こうした変化のなかで、農業界では『担い手』という言葉
を使います。最近では特に新規就農者を育成する文脈で頻
繁に使われています。なぜ農業では『担い手』というお墨付
きが必要なのでしょうか。新規就農者の育成には、しかるべ
き雇用ができる農場があればよいのであり、農場の成長こ
そが肝要なのです。
　農場の成長とは、外側への拡大だけではありません。内
側に深化していく成長もあります。一つ一つの農場が経営
面積や販売額といった『担い手』としての指標や役割では
なく、顧客やマーケットに出会うことで社会における役割に
気付くことです。そしてナンバー・ワンを競うだけでなく、オ
ンリー・ワンの位置を求めて切磋琢磨に励むことです。『担

農業の多様な可能性を考える
～『担い手』ではなく、農業経営者として～

　
「
今
の
ま
ま
で
良
い
の
か
日
本
の
農
業
、と

い
う
の
が
私
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。ち
ゃ
ん

と
経
営
が
成
り
立
つ
農
業
の
ス
タ
イ
ル
を
確

立
し
な
い
と
い
け
な
い
。そ
の
た
め
に
私
が
苗

業
者
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
話
し

ま
す
」

　

９
月
18
日
の
第
39
回
定
例
セ
ミ
ナ
ー
は

「
業
界
の
常
識
を
変
え
る
〜
野
菜
苗
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
企
業
の
技
術
と
経
営
〜
」と
題
し
て
ベ

ル
グ
ア
ー
ス
㈱
代
表
取
締
役
社
長
の
山
口一
彦

氏
に
お
話
い
た
だ
い
た
。

　

同
社
は
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
な
ど
果
菜
類
の

接
ぎ
木
苗
を
生
産
し
て
い
る
。本
社
は
愛
媛

県
宇
和
島
に
あ
り
、直
営
農
場
を
長
野
県
と

岩
手
県
の
２
ヵ
所
、委
託
農
場
は
全
国
で
約

10
ヵ
所
、さ
ら
に
21
基
の
日
本
最
大
級
の
閉

鎖
型
苗
生
産
施
設
を
所
有
す
る
。

　

野
菜
苗
市
場
に
お
け
る
接
ぎ
木
苗
の
シ
ェ

ア
は
26
％
だ
が
、そ
の
品
質
の
高
さ
が
評
価
さ

れ
て
年
々
シ
ェ
ア
は
増
加
し
て
い
る
。そ
し
て

接
ぎ
木
苗
を
供
給
し
て
い
る
の
は
育
苗
業
者

（
55
％
）、Ｊ
Ａ（
30
％
）、種
苗
会
社（
15
％
）と

な
っ
て
い
る
。育
苗
業
者
が
シ
ェ
ア
を
拡
大
し

て
い
る
背
景
に
は
、よ
り
高
品
質
な
苗
が
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。Ｊ
Ａ
は
エ
リ
ア
が
狭
く
、さ
ら
に
繁
忙

期
と
閑
散
期
の
差
が
大
き
い
の
で
技
術
の
蓄

積
が
厳
し
い
。ま
た
種
苗
会
社
は
他
社
の
品

種
が
使
え
な
い
な
ど
の
制
限
が
あ
る
。同
社

は
全
国
エ
リ
ア
で
展
開
し
、安
定
的
な
人
材

確
保
も
で
き
て
い
る
。ま
た
、使
用
す
る
品
種

に
関
し
て
も
自
由
に
選
べ
る
と
い
う
強
み
が

あ
る
。

　

同
社
は
生
産
工
程
の
１
次
育
苗
、接
ぎ
木

の
と
こ
ろ
ま
で
愛
媛
で
行
う
。２
次
育
苗
は

同
社
の
親
会
社
で
あ
る
山
口
園
芸
、長
野
県

と
岩
手
県
の
直
営
農
場
や
全
国
の
委
託
農

場
で
行
っ
て
い
る
。愛
媛
の
本
社
で
は
接
ぎ
木

ス
テ
ー
ジ
ま
で
育
苗
し
た
断
根
接
木
苗
の
状

態
で
全
国
各
農
場
へ
送
る
。そ
の
後
、各
農
場

で
苗
を
完
成
さ
せ
農
家
に
届
け
る
。宇
和
島

か
ら
各
農
場
に
輸
送
す
る
と
き
苗
に
は
根
が

付
い
て
い
な
い
状
態
な
の
で
輸
送
コ
ス
ト
を
最

大
限
ま
で
削
減
で
き
る
。

　

通
常
、北
海
道
ま
で
輸
送
す
る
場
合
愛
媛

か
ら
直
接
送
る
と
、１
本
60
〜
70
円
か
か
っ
て

し
ま
う
。し
か
し
、こ
の
方
法
を
と
れ
ば
輸
送

コ
ス
ト
は
各
農
場
ま
で
１
本
１
円
以
下
、道

内
で
20
円
ほ
ど
で
完
成
品
を
農
家
に
届
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

山
口
氏
は
当
初
、す
べ
て
の
工
程
の
段
取
り

と
指
示
を
行
っ
て
い
た
。経
営
規
模
が
大
き

く
な
る
に
つ
れ
、限
界
が
き
た
。そ
こ
で
、分

業
化
を
行
い
、社
員
に
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
と

責
任
を
与
え
た
。さ
ら
に
各
工
程
間
で
の
情

報
共
有
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
生
産
管

理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、さ
ら
に
企
業
的
な

農
業
を
目
指
し
て
い
る
。専
門
性
を
持
っ
た

社
員
が
育
っ
た
現
在
で
は
全
体
が
見
渡
せ
る

社
員
教
育
を
行
う
体
制
作
り
を
し
て
い
る
。

　

同
社
の
閉
鎖
型
苗
生
産
施
設
は
日
本
最

大
級
で
、年
間
最
大
1.5
千
万
本
生
産
す
る
能

力
が
あ
る
。だ
が
、実
際
は
そ
こ
ま
で
生
産
で

き
て
い
な
い
。年
間
を
通
し
て
閑
散
期
と
繁

忙
期
の
差
が
ま
だ
あ
る
か
ら
だ
。こ
の
稼
働

率
を
上
げ
て
い
く
の
も
今
後
の
課
題
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
農
家
か
ら
の
苗
に
対
す
る
要
望
が

細
か
く
、計
画
的
な
栽
培
が
で
き
て
い
な
い
。

本
来
な
ら
も
っ
と
効
率
的
に
、品
質
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
。

　
「
工
業
の
世
界
で
は
コ
ス
ト
を
下
げ
な
が

ら
、品
質
を
上
げ
る
と
い
う
の
は
当
た
り
前

の
世
界
。工
業
的
な
モ
ノ
つ
く
り
を
徹
底
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

育
苗
工
程
を
共
通
化
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
を

下
げ
る
こ
と
は
当
然
可
能
な
は
ず
で
す
」

高品質の接ぎ木苗と1本1円以下の
輸送コストが業界を変える

ベルグアース㈱　代表取締役社長

山口一彦 氏 　 

接
ぎ
木
苗
市
場

運
賃
コ
ス
ト
を
押
さ
え
る

事
業
モ
デ
ル

工
業
的
な
も
の
づ
く
り
の
徹
底

価
値
の
低
い
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
氾
濫

日
本
は
こ
れ
で
良
い
の
か
？

業
界
の
常
識
を
変
え
る

〜
野
菜
苗
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
企
業
の
技
術
と
経
営
〜

い手』という言葉に象徴される選別政策は必要ありませ
ん。選別はマーケットや顧客がするからです。
　農業経営者の仕事とは他人に与えられた『担い手』の指
標を満たすことではなく、目の前にいる顧客の要求を満た
すことです。社会から求められる多様なニーズに応えうる
経営者の条件は唯一つ、それをやろうとする意志です。農
業は個人事業として成立しやすい産業の一つであり、だか
らこそ既存の農業の枠をこえた、幅広い多様な可能性が広
がっているのです。
　第3回全国大会は、2010年2月19日(金)～20日(土）
に開催します。ここで私達は健全なかたちで顧客やマーケ
ットに選ばれる道程を探していきましょう。現在、講師とし
て30～60代までの各世代を混ぜて、優れた農業経営者
に出演を交渉しています。各々から真の『担い手』とは何
か、己の実践を含めて語っていただいた後、座談会として
日本農業の多様な可能性を議論していただきます。講義だ
けではなく、各テーマに分かれた参加者全員のグループデ
ィスカッションも企画中です。ぜひ、この機会に奮ってご参
加ください。　　　　　　 『農業経営者』読者の会 事務局

2010年2月19日(金)～20日(土)2010年2月19日(金)～20日(土)
全国大会第３回 セミナーDVD10月30日発売
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ご案内}

こ
れ
も
農
業
！！ 

私
の
顧
客
は
動
物
園

　

８
月
28
日
開
催
の
第
38
回
定
例
セ
ミ
ナ
ー

で
は
㈲
ク
ロ
ー
バ
ー
リ
ー
フ
代
表
取
締
役
社

長
の
西
窪
武
氏
に
お
話
い
た
だ
い
た
。
京
都

府
南
山
城
村
に
あ
る
同
社
は
動
物
園
に
生
の

エ
サ
を
提
供
す
る
全
国
で
２
つ
と
な
い
飼
料
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。
同
氏
は
30
歳
の

と
き
に
乾
燥
牧
草
を
生
産
す
る
農
家
と
し
て

独
立
。
現
在
は
全
国
29
ヵ
所
の
動
物
園
に
年

間
を
通
し
て
生
の
エ
サ
を
納
入
し
て
い
る
。
エ

サ
の
種
類
は
30
種
に
も
及
ぶ
。

　

同
社
で
は
牧
草
だ
け
で
は
な
く
、
需
要
に

応
じ
て
竹
や
カ
シ
の
木
や
ウ
キ
ク
サ
な
ど
も

扱
っ
て
い
る
。
圃
場
で
栽
培
で
き
な
い
も
の
は

近
く
の
里
山
か
ら
採
集
し
て
提
供
す
る
。
新

鮮
さ
を
保
つ
た
め
動
物
園
へ
冷
蔵
庫
の
リ
ー

ス
も
行
う
。
動
物
が
機
械
の
油
の
に
お
い
を

嫌
う
の
で
、
播
種
や
収
穫
は
す
べ
て
手
作
業
。

阪
神
大
震
災
の
時
に
は
救
援
物
資
の
許
可
を

得
て
、
一
日
も
休
ま
ず
エ
サ
を
届
け
た
。　

　
「
動
物
園
の
動
物
は
ツ
メ
を
噛
ん
だ
り
、

吐
き
戻
し
を
し
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
は
ス
ト

レ
ス
な
ん
で
す
。
何
と
か
エ
サ
で
動
物
の
ス
ト

レ
ス
を
軽
く
で
き
た
ら
と
思
っ
た
ん
で
す
」

　

自
然
の
動
物
は
自
分
の
体
調
に
合
っ
た
生

の
状
態
の
エ
サ
を
食
べ
て
い
る
。
だ
が
、
動
物

園
で
は
与
え
ら
れ
る
エ
サ
し
か
な
く
体
調
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
な
い
。

　
エ
サ
の
好
み
も
あ
る
。
同
じ
ゾ
ウ
で
も
個

体
別
に
好
み
が
あ
る
し
、
季
節
で
も
変
わ
る
。

飼
育
員
か
ら
情
報
を
得
て
、
３
ヵ
月
周
期
で

エ
サ
の
採
集
場
所
を
変
え
る
な
ど
、
同
氏
は

細
か
い
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
動
物
が
好
き
で
、
動
物
た
ち
の
た
め
に

が
む
し
ゃ
ら
に
事
業
を
し
て
き
ま
し
た
。
前

例
は
な
く
、
自
分
た
ち
が
良
い
と
思
う
こ
と

を
や
っ
て
き
た
の
で
、
今
の
事
業
の
形
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
、
農
業
な
ん
で
す
」

第
38
回
定
例
セ
ミ
ナ
ー
報
告

ど
ん
な
に
大
変
で
も「
生
の
エ
サ
」と
い
う

こ
だ
わ
り
は
譲
れ
ま
せ
ん

㈲クローバーリーフ　代表取締役社長

西 窪 武  氏 　 

10月2日（金）第40回 16：00～18：00
会場：㈱農業技術通信社内セミナールーム

ロジスティック㈱　代表取締役社長

嶋　正和氏（しま・まさかず） 　 
PROFILE
1987年ボストン・コンサルティング・グル
ープ入社、情報システム・ロジスティクス
関連プロジェクトを経験。95年フットワー
ク・エクスプレス入社、物流会社にマー
ケティングと戦略の導入を実施。98年ロ
ーランド・ベルガー入社、ロジスティクス
の包括アウトソーシングを核とした改革
コンサルティング。2000年株式会社ロジ
スティック設立、現在に至る。

衆議院選挙を契機にＦＴＡが注目されている。しかしＦＴＡがなぜ日本に必要で
導入を考えるのか、本当に日本の農業を潰すのか、そういった「ＦＴＡとは何な
のか」という理解が不足している。コメ778％が代表する非常識な関税のな
かで安楽死するのか、それともファイティングポーズをとって攻めの農業を目
指すのか。この機にＦＴＡの理解を深めたい。

FTAが本当に日本の農業を潰すのか？

セミナー音声聴講パスワード希望□ 

お申込方法　FAX 0120-410-359まで送信してください。
お問合せ/（株）農業技術通信社「農業経営者」読者の会 事務局TEL 0120-555-184
※セミナーへの無料参加は、定期購読1件につき、1名様までです。2名様以上でお申込される場合、2人目より2,000円をいただきます。予めご了承下さい。

（『農業経営者』HP http://www.farm-biz.co.jp/ からもお申込できます）

お名前

E - m a i l

ご住所　〒

TEL

FAX

■参加を希望する項目に 　 して、必要事項をご記入下さい。

会社名
農場名

■いずれかに　 して、必要事項をご記入下さい。
◎セミナー参加申込 ◎定期購読申込月刊『農業経営者』

定期購読者無料
□ 1年（12冊）　18,000円

□ 2年（24冊）　33,000円

□ 3年（36冊）　45,000円

※本誌セミナー（年22回）参加料込（一般5,000円／回）
※本誌セミナー全音声ダウンロード（年22回）込 （一般視聴不可）

※セミナー受講料は定期購読者無料、一般参加者5,000円です。
※セミナー終了後には、懇親会を予定しております。

　　　 　　　　　〈セミナー〉

□ 10/  2 （金） 嶋　正和 氏（16：00～18：00）

□ 10/23（金） 本山直樹 氏（16：00～18：00）

□ 11/  6 （金） 藤岡茂憲 氏（16：00～18：00）

〈セミナー終了後の懇親会〉

□ 参加（18：00～20：00）

□ 参加（18：00～20：00）

□ 参加（18：00～20：00）

◎第3回 全国大会資料請求 □ 2010年2月19日（金）～20日（土）開催

セミ
ナー
DVD

9月2
5日
発売

10月23日（金）第41回 16：00～18：00
会場：㈱農業技術通信社内セミナールーム

東京農業大学客員教授／千葉大学大学院名誉教授

本山 直樹氏（もとやま・なおき） 　 
PROFILE
1942年生まれ。千葉大学園芸学部
卒業。名古屋大学大学院修士課程
修了後、ノースカロライナ州立大学
に留学、10年間農薬毒性学の研究
に従事する。1998年、農林水産省の
農業資材審議会農薬分科会委員に
就任。その後、同会の会長を務め、
2008年退任。著書に『農薬学事典』
『農薬実験法』『毒性生化学』など。

農薬業界は官主導のハイコストな農薬登録制度から抜け出せないままでい
る。食の安全の名のもとに、合理化がなおざりにされたシステムは、天下りの
温床を作りだし、農薬の価格上昇という形で農家を圧迫している。10年間に
渡って農薬登録問題の現場に携わった本山直樹氏が、登録制度の現状と、時
代に即した新システム導入の意義を解説する。

農薬登録問題の現場から
～登録制度の現状と、合理化への提案～




